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当社のコーポレート・ガバナンスの状況は以下のとおりです。

Ⅰコーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方及び資本構成、企業属性その他の基本情報

１．基本的な考え方

当社では、株主をはじめ顧客、従業員、地域社会の様々なステークホルダーに対して社会的責任を果たすとともに、企業価値の向上を重視した経
営を推進することが最も重要な経営課題であると認識しております。そのため、当社では、企業倫理と法令等の遵守を徹底し、内部統制システム
及びリスク管理体制の整備・強化を推進することをコーポレート・ガバナンスの基本に据えたうえで、取締役の監督責任の明確化、コンプライアン
ス体制の強化、迅速かつ正確な情報開示の充実等に努めてまいりたいと考えております。

【コーポレートガバナンス・コードの各原則を実施しない理由】

【補充原則４－２①　中長期的な業績と連動する報酬】

当社の業務執行取締役の報酬は、業績及び企業価値の向上に対する動機付けや、優秀な人材の確保にも配慮し、月額報酬である基本報酬と年
次の連結営業利益等を指標とした業績連動の報酬としております。 また、当社は非公開会社であったことから、自社株報酬は導入しておりません

でした。

今後、中長期的な業績及び株主価値との連動性を高める報酬の仕組みにつきましては、自社株報酬含め持続的な成長に向けた健全なインセン
ティブの一つとして機能するよう検討してまいります。

【コーポレートガバナンス・コードの各原則に基づく開示】

【原則１－４　いわゆる政策保有株式】

当社は、営業活動の円滑化又は事業活動に必要な外部提携の必要性が認められる場合に株式の政策保有を行ってまいります。　

また、政策保有株式に係る議決権の行使については、上程された議案が当社の保有目的に合致しているか否か、また、当社の企業価値・株主価
値の向上に資するか否かを判断のうえ、議決権を行使する方針であります。

【原則１－７　関連当事者間の取引】

当社の支配株主（親会社）である㈱ＬＩＸＩＬグループ及びそのグループ会社は、関連当事者として当社と特定の関係を有する者であり、当社に対し
て影響力を行使し得る存在であると認識しております。

したがって、これらの者との取引については、少数株主の利益を害することのないよう、取引の必要性・経済合理性等を含めて慎重に判断すること
としております。

具体的には、新規に支配株主との取引等を行う際には、関連当事者取引管理規程に基づき、経営会議において取引の合理性（事業上の必要性）
と取引条件の妥当性について慎重に検討したうえで承認することとしております。また、総務担当役員は、毎事業年度末時点で取引が継続してい
る当該取引等について、その取引継続の合理性（事業上の必要性）と取引条件の妥当性を定時株主総会終了後最初に開催する経営会議におい
て報告しております。

また、関連当事者間の取引については、会社法及び関連当事者の開示に関する会計基準等の規定にしたがって開示しております。

【原則３－１　情報開示の充実】

（ⅰ）会社の目指すところ（経営理念等）や経営戦略、経営計画

経営理念については当社ホームページにて、経営理念を掲載しております。

経営計画については決算短信・決算説明会資料等において、単年度の経営方針、業績目標等を掲載しております。

（ⅱ）本コードのそれぞれの原則を踏まえた、コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方と基本方針

　当社のコーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方と基本方針は、本報告書の「I コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方及び

資本構成、企業属性その他の基本情報」の「１．基本的な考え方」に記載のとおりであります。

（ⅲ）取締役会が経営陣幹部・取締役の報酬を決定するに当たっての方針と手続

取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬は、基本報酬（月次・定額）と業績連動報酬（年次・業績連動）で構成しており、各取締役の報酬
額は取締役会で決定しております。

また、監査等委員である取締役の報酬は、原則として基本報酬（月次・定額）のみとしており、各監査等委員の報酬額は、監査等委員会で決定し
ております。

（ⅳ）取締役会が経営陣幹部の選任と取締役・監査役候補の指名を行うに当たっての方針と手続

取締役（監査等委員含む）候補者の指名基準は以下の通りとしております。

(1) 人格に優れ、高い倫理観を有していること

(2) 職務の執行について善管注意義務・忠実義務を適切に果たし、当社の持続的な成長と中長期的な企業価値向上に貢献するための資質を備

えていること

(3) 他の兼職の状況等を踏まえ、職務を適切に果たすために必要となる時間及び労力を割くことができること

(4) 社外取締役については、企業経営、金融、財務会計、法律等の分野で高い見識や豊富な経験を有し、独立した客観的な立場から経営陣の職

務執行を監督する資質を有すること

(5)独立社外取締役を２名以上含めること

取締役会は、当社の経営理念の実現に向けて、前項の指名基準を踏まえ、現状の取締役会構成員の知識・経験・能力等を考慮し、取締役候補者
を指名しております。

（ⅴ）取締役会が上記（ⅳ）を踏まえて経営陣幹部の選任と取締役・監査等委員候補の指名を行う際の、個々の選任・指名についての説明

株主総会招集通知の中で、それぞれの取締役候補者について、取締役候補者とした理由を明記するとともに各取締役候補者の知識・経験・能力
等の状況を記載しております。
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【補充原則４－１①　経営陣に対する委任の範囲及びその概要】

当社は、法令・定款で定められている事項の他、中期経営計画や重要な規程の策定等、経営上の重要事項については取締役会で決議することと
しており、取締役会で決議すべき事項については一部定量基準を設ける等により、取締役会での決議事項を明確にしています。それ以外の業務
執行に関して判断・決定すべき事項については「業務分掌規程」及び「職務権限規程」を作成することによって規程化し、経営陣に対する委任の範
囲を明確に定めております。

【原則４－８　独立社外取締役の有効な活用】

当社の取締役会は、現在取締役10名のうち社外取締役が３名であり、３名のうち３名が東京証券取引所の定める独立役員の独立性基準を満たし
ており、これら３名を独立役員として選任しております。

【原則４－９　独立社外取締役の独立性判断基準及び資質】

当社では、東京証券取引所の定める独立役員の独立性に関する判断基準を参考にしながら、独立役員の資格を充たす社外取締役を全て独立役
員に指定しております。

【補充原則４－11①　取締役会の全体としての知識・経験・能力のバランス】

当社は、取締役10名のうち３名が社外取締役となっております。

当社は、専門性、経験と実績及び経営者としての能力を総合的に勘案し、適切かつ機動的な意思決定と業務執行の監督ができるような取締役会
のメンバー構成としております。現在、当社の取締役会は、社内外を問わず、様々な知識・経験・能力を有する者で構成されており、取締役会全体
として知識・経験・能力のバランスを確保しております。

取締役の選任に関する方針・手続については、【原則３－１】（ⅳ）に記載しております。

【補充原則４－11②　取締役の他社役員兼任状況】

社外取締役（監査等委員含む）について、当社の役割・責務を適切に果たす時間・労力を十分に確保できる兼務状況であることを確認しておりま
す。

他の会社の役員を兼任する場合で重要と認められる場合は、株主総会招集通知の「重要な兼職の状況」等で開示しております。

【補充原則４－11③　取締役会の実効性についての分析・評価】

当社は、各取締役の自己評価や取締役会全体の実効性について、各役員がアンケートに回答し、その回答結果を基に取締役会にて分析・評価を
行っております。

その結果、全体として著しく実効性が欠けるところはないと確認しております。当社取締役会は、この分析・評価結果を踏まえて、今後も取締役会
の実効性の向上を図ってまいります。

【補充原則４－14②　取締役に対するトレーニングの方針】

当社では、取締役には適宜、会社法やコーポレート・ガバナンス及びインサイダー取引規制等の上場企業の役員としての必要な知識の習得の機
会を、外部専門家の活用等により提供しております。

特に監査等委員は、監査役協会の実務部会等への参加等を通じて必要な情報を入手に努めております。

【原則５－１．株主との建設的な対話に関する方針】

当社は、株主とのコミュニケーションについては、可能な限り、代表取締役及び経営幹部が対応するとともに、ＩＲ広報部門を担当する部門及び総
務部門を担当する部門が中心となり、多くの株主及び投資家の要請に応えて面談を行うことを基本方針とし、公平性にも十分配慮しております。

なお、株主等との対話を通じて得られた意見や懸念事項については、取締役会にフィードバックを行い、企業価値向上の促進に役立てておりま
す。

２．資本構成

外国人株式保有比率 10%未満

【大株主の状況】

氏名又は名称 所有株式数（株） 割合（％）

㈱ＬＩＸＩＬグループ 40,000,000 100.00

支配株主（親会社を除く）の有無 ―――

親会社の有無 ㈱ＬＩＸＩＬグループ　（上場：東京、名古屋）　（コード）　5938

補足説明

2017年４月12日に当社株式の東京証券取引所市場第一部への新規上場に伴う公募株式の発行及び株式売出しが行われました。このため、2017
年５月11日付で公衆の縦覧に供されている㈱ＬＩＸＩＬグループの大量保有報告書（変更報告書）において、同社が保有する当社の所有割合は
52.25％（2017年５月２日現在）となっております。

３．企業属性

上場取引所及び市場区分 東京 第一部

決算期 3 月
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業種 小売業

直前事業年度末における（連結）従業員
数

1000人以上

直前事業年度における（連結）売上高 1000億円以上1兆円未満

直前事業年度末における連結子会社数 10社未満

４．支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策に関する指針

当社の支配株主（親会社）である㈱ＬＩＸＩＬグループ及びそのグループ会社は、関連当事者として当社と特定の関係を有する者であり、当社に対し
て影響力を行使し得る存在であると認識しております。したがって、これらの者との取引については、少数株主の利益を害することのないよう、取
引の必要性・経済合理性等を含めて慎重に判断することとしております。

具体的には、新規に支配株主との取引等を行う際には、経営会議において取引の合理性（事業上の必要性）と取引条件の妥当性について慎重に
検討したうえで、承認することとしております。また、総務担当役員は、毎事業年度末時点で取引が継続している当該取引等について、その取引
継続の合理性（事業上の必要性）と取引条件の妥当性を定時株主総会終了後最初に開催する経営会議において報告しております。

５．その他コーポレート・ガバナンスに重要な影響を与えうる特別な事情

親会社からの独立性確保について

当社は、親会社㈱ＬＩＸＩＬグループを持株会社とする企業グループの中で流通・小売り事業の中核企業として位置付けられております。当社は、当
該親会社グループにおける他の事業会社と連携を保ちながらグループ全体の成長と発展を目指しておりますが、当社の事業遂行上、親会社の承
認又は事前報告を要する事項はなく（2016年９月末に全て解消済み）、社外独立役員を含む取締役会を中心とした当社独自の意思決定に基づき
具体的な業務執行を行っております。

このため、当社の親会社からの独立性は十分に確保されていると判断しております。
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Ⅱ経営上の意思決定、執行及び監督に係る経営管理組織その他のコーポレート・ガバナンス体制の状況

１．機関構成・組織運営等に係る事項

組織形態 監査等委員会設置会社

【取締役関係】

定款上の取締役の員数 15 名

定款上の取締役の任期 1 年

取締役会の議長 社長

取締役の人数 10 名

社外取締役の選任状況 選任している

社外取締役の人数 3 名

社外取締役のうち独立役員に指定され

ている人数
3 名

会社との関係(1)

氏名 属性
会社との関係(※)

a b c d e f g h i j k

和田 芳幸 公認会計士 △

宮越 極 その他

角 紀代恵 その他

※　会社との関係についての選択項目

※　本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」

※　近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」

a 上場会社又はその子会社の業務執行者

b 上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役

c 上場会社の兄弟会社の業務執行者

d 上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者

e 上場会社の主要な取引先又はその業務執行者

f 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家

g 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）

h 上場会社の取引先（d、e及びｆのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）

i 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）

j 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）

k その他

会社との関係(2)

氏名
監査等
委員

独立
役員

適合項目に関する補足説明 選任の理由

和田 芳幸 ○ ○

和田芳幸氏は、2003年３月期までの間、
当時の当社の会計監査人である中央青
山監査法人において、当社の会計監査に
関する業務執行社員として関与しておりま
した。

和田芳幸氏は、公認会計士としての職務を通じ
て培われた財務・会計に関する専門的な知識
と豊富な経験を有しており、当社経営の重要事
項の決定及び業務執行の監督について十分な
役割を果たすことを期待して社外取締役に選
任しております。また、当社との間に特別な利
害関係はなく、一般株主との利益相反が生じる
おそれがないと判断したため、独立役員として
指定しております。
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宮越 極 ○ ○ ―――

宮越極氏は、海外大使館一等書記官、警察局
長を歴任され、コンプライアンスに関する幅広
い知識と高い見識を有しており、当社経営の重
要事項の決定及び業務執行の監督について十
分な役割を果たすことを期待して社外取締役に
選任しております。また、当社との間に特別な
利害関係はなく、一般株主との利益相反が生じ
るおそれがないと判断したため、独立役員とし
て指定しております。

角 紀代恵 　 ○ ―――

角紀代恵氏は、法律の専門家として豊富な経
験と高い見識を有しており、主にコンプライアン
スの観点から有益なアドバイスをいただけるも
のと期待して社外取締役に選任しております。
また、当社との間に特別な利害関係はなく、一
般株主との利益相反が生じるおそれがないと
判断したため、独立役員として指定しておりま
す。

【監査等委員会】

委員構成及び議長の属性

全委員（名） 常勤委員（名）
社内取締役

（名）
社外取締役

（名）
委員長（議長）

監査等委員会 3 0 1 2 社外取締役

監査等委員会の職務を補助すべき取締
役及び使用人の有無

あり

当該取締役及び使用人の業務執行取締役からの独立性に関する事項

当社では、非常勤である社外取締役（監査等委員）の監査・監督業務の補助及び監査等委員会の運営等のため、監査等委員会室を設置し、専任
使用人１名を配置しております。当該使用人については、業務執行取締役からの独立性を確保するため、その選任、解任、異動等には監査等委
員会の同意を要するものとしております。また、当該使用人は、その職務の遂行にあたり監査等委員及び監査等委員会の指示に従うものとし、他
の業務執行取締役の指揮命令は受けないものとしております。

監査等委員会、会計監査人、内部監査部門の連携状況

監査等委員会は、会計監査人から計算書類等の監査に関する監査計画の概要説明および監査結果の報告を受けるとともに、必要に応じて意見
交換会を実施しております。また、監査室（内部監査部門）とは、適宜、情報交換等を行い、相互に連携して内部統制システムの強化に取り組んで
おります。

【任意の委員会】

指名委員会又は報酬委員会に相当する

任意の委員会の有無
あり

任意の委員会の設置状況、委員構成、委員長（議長）の属性

委員会の名称 全委員（名）
常勤委員

（名）
社内取締役

（名）
社外取締役

（名）
社外有識者

（名）
その他（名）

委員長（議
長）

指名委員会に相当
する任意の委員会

指名報酬諮問委員
会

4 0 1 3 0 0
社外取
締役

報酬委員会に相当
する任意の委員会

指名報酬諮問委員
会

4 0 1 3 0 0
社外取
締役

補足説明
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指名報酬諮問委員会は次の構成により各委員を選定しております。

宮越 極（委員長・監査等委員・社外取締役）、和田 芳幸（監査等委員・社外取締役）、角 紀代恵（社外取締役）、渡邉 修（社内取締役）

【独立役員関係】

独立役員の人数 3 名

その他独立役員に関する事項

当社では、東京証券取引所の定める独立役員の独立性に関する判断基準を参考にしながら、独立役員の資格を充たす社外役員を全て独立役員
に指定しております。

【インセンティブ関係】

取締役へのインセンティブ付与に関する
施策の実施状況

業績連動型報酬制度の導入

該当項目に関する補足説明

業績連動型報酬制度を導入しております。業績連動報酬は、当年度の連結業績を踏まえ、各取締役の役位及び担当業務の成果等に応じて個人
別の支給額を決定しております。

ストックオプションの付与対象者

該当項目に関する補足説明

―――

【取締役報酬関係】

（個別の取締役報酬の）開示状況 個別報酬の開示はしていない

該当項目に関する補足説明

有価証券報告書において、取締役（社外取締役を除く）、監査役（社外監査役を除く）及び社外役員の区分を設け、それぞれの報酬等の種類別の
総額を開示しております。

報酬の額又はその算定方法の決定方針
の有無

あり

報酬の額又はその算定方法の決定方針の開示内容

当社の役員報酬の額については、株主総会の決議により、取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び監査等委員それぞれの報酬等の限度
額を決めております。

取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬は、基本報酬（月次・定額）と業績連動報酬（年次・業績連動）で構成しており、各取締役の報酬
額は、取締役会で決定しております。

また、監査等委員である取締役の報酬は、原則として基本報酬（月次・定額）のみとしており、各監査等委員の報酬額は、監査等委員会で決定し
ております。

なお、当社は、退職慰労金制度及びストックオプション制度は導入しておりません。

【社外取締役のサポート体制】

社外取締役を補佐するための専従スタッフは配置しておりませんが、総務人事部より取締役会の資料を事前配布し、社外取締役が検討する十分
な時間を確保するとともに、必要に応じて事前説明を行うなど、社外取締役が期待される役割を果たすための環境を整備しております。

２．業務執行、監査・監督、指名、報酬決定等の機能に係る事項（現状のコーポレート・ガバナンス体制の概要）

当社は、監査等委員会設置会社であり、現状のコーポレート・ガバナンス体制の概要は、以下のとおりであります。

■取締役会

取締役会は、取締役10名（うち監査等委員３名、うち社外取締役３名）で構成され、当社の業務執行を決定し、取締役の職務執行を監督する権限
を有しております。監査等委員会設置会社への移行により、取締役会での議決権を持つ監査等委員が業務執行を行う他の取締役と同等の立場
で、ガバナンスの遵守状況等について発言することで取締役会の監督機能がより充実する体制を推進しております。また、社外取締役を含む監査
等委員を招聘することで、より広い視野に基づく知見を取り入れることにより、バランスのとれた経営と機動的な意思決定を図っております。
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■監査等委員会

監査等委員会は、社外取締役２名、取締役１名の合計３名で構成されており、監査等に関する所定の事項についての報告、協議又は決議を行っ
ております。監査等委員は、取締役会及び必要に応じて重要な会議に出席するほか、取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び重要な使用
人からの報告、聴取等を行っております。また、監査等委員及び専任使用人の監査等委員会室長が、必要に応じて重要な会議への出席や本社
各部門、店舗等の事業拠点への往査等を行い、実効性のモニタリングを実施しております。

■経営会議

経営会議は、業務執行取締役、常務以上の執行役員、総務人事部門を統括する部署長及び財務経理部門を統括する部署長、経営管理部門を
担当する部署長等で構成されております。経営会議は、原則として月１回開催しており、会社経営に関する重要事項について、審議、決定並びに
経営判断を行っております。なお、当該審議、決定事項のうち取締役会決議事項については、取締役会を最終決議機関としております。

■リスクマネジメント会議

リスクマネジメント会議は、経営会議構成者、監査部門を担当する部署長等によって四半期に一度開催しております。内部統制やリスク管理の徹
底を図るため、当社において想定されるリスクにつき、未然防止のための対策や仕組みを作り、実行するとともに、万一リスクが発生したときでも
その影響を最小限に抑えることを目的としております。

■コンプライアンス委員会

コンプライアンス委員会は、総務部門を担当する部署長が主催し、各部門を担当する部署長を構成者として四半期に一度開催しております。各種
法令、グループ経営理念、行動指針、諸規程及び企業倫理等に基づき、コンプライアンスの状況、内部通報状況について適切に運用されている
か確認・対処し、コンプライアンスの徹底と社会的信用の向上を図っております。また、重大な事項については、リスクマネジメント会議に諮るもの
としております。

■危機管理委員会

危機管理委員会は、社長を危機管理委員長として、取締役、監査等委員会、総務部門を担当する部署及び経営管理部門を担当する部署等を構
成者として、緊急時の対応を図る必要がある場合に開催しております。企業経営や事業活動、企業イメージに、重大な損失をもたらす、又は社会
一般に重大な影響を及ぼすと予想されるあらゆる危機から、会社の財産及び従業員の生命財産の損失を守ることを目的としております。

■内部監査

内部監査については、社長直轄の独立した監査室（内部監査）を設置し、年度監査計画に基づき、当社グループの本社、店舗等の各部署におい
て社内規程の遵守状況、業務活動全般、手続等の妥当性について定期的に業務監査を実施し、内部統制の充実に努めております。

■会計監査

当社では、有限責任監査法人トーマツを会計監査人として選任しております。

会計監査についての監査責任者の氏名、監査業務に係る補助者の構成は、以下のとおりであります。

・監査責任者の氏名

有限責任監査法人トーマツ　公認会計士 鎌田 竜彦氏、坂東 正裕氏

・会計監査業務に係る補助者の構成

公認会計士７名、その他３名

■責任限定契約

当社は、会社法第427条第１項の規定により、取締役（業務執行取締役等であるものを除く。）との間に、同法第423条第１項の損害賠償責任を限
定する契約を締結しております。なお、当該契約に基づく責任の限度額は、法令が規定する額としております。

３．現状のコーポレート・ガバナンス体制を選択している理由

当社は、取締役会において議決権を有する監査等委員である取締役が監査を行うことにより、取締役会の監督機能を一層強化するとともに、より
実効性の高いコーポレート・ガバナンス体制の構築を目的とて、2016年６月３日開催の定時株主総会において、監査役設置会社から監査等委員
会設置会社へ移行しております。また、当社では、このような会社法に基づく機関設計に加えて、経営に関する重要事項に関する審議、決定並び
に経営判断を行う機関である経営会議や社内の内部統制、危機管理に基づく機関であるリスクマネジメント会議、コンプライアンス委員会、危機管
理委員会等の任意の機関を設置しております。さらに、当社では、執行役員制度の採用により、経営の監督機能の充実と効率的・機動的な業務
執行を図っております。

当社では、これらの機関が相互に連携することによって、経営の健全性及び透明性を維持し、内部統制及びコンプライアンス遵守の徹底を確保で
きるものと認識しているため、現状のコーポレート・ガバナンス体制を選択しております。
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Ⅲ株主その他の利害関係者に関する施策の実施状況

１．株主総会の活性化及び議決権行使の円滑化に向けての取組み状況

補足説明

株主総会招集通知の早期発送
株主総会招集通知は、書面又は電磁的方法により、議決権行使期間の２週間前までに
発送することとされておりますが、当社では、可能な限りこれよりも早期の発送に努めてま
いります。

集中日を回避した株主総会の設定
当社は、いわゆる株主総会の集中日を回避するとともに、早期の株主総会開催を行って
おります。

電磁的方法による議決権の行使
パソコン、スマートフォン又は携帯電話等の電磁的方法により議決権を行使できる環境を
整える予定であります。

議決権電子行使プラットフォームへの参
加その他機関投資家の議決権行使環境
向上に向けた取組み

株式会社ＩＣＪが運営する機関投資家向け議決権電子行使プラットフォームへ参加を検討
しております。

その他
株主総会議案の議決結果につきましては、「企業内容等の開示に関する内閣府令」に基
づき臨時報告書を株主総会終了後に遅滞なく提出することとしております。また、決議通
知を自社ホームページに掲載する予定であります。

２．ＩＲに関する活動状況

補足説明

代表者
自身に
よる説
明の有

無

ディスクロージャーポリシーの作成・公表
当社ホームページの以下のＵＲＬに掲載しております。

http://www.vivahome.co.jp/corporate_top/investor/strategy/policy/

個人投資家向けに定期的説明会を開催 積極的に開催を行う方針としております。 あり

アナリスト・機関投資家向けに定期的説
明会を開催

本決算、四半期決算短信発表時等に開催し、決算内容、経営方針及び施策の
進捗状況等について説明しております。

また、個別ミーティングやグループミーティングなどを適宜開催しております。

あり

海外投資家向けに定期的説明会を開催
決算短信発表時に行う電話説明会のほか、海外での投資家訪問を適宜実施
し、決算内容及び経営方針等について説明する予定です。

あり

IR資料のホームページ掲載 決算発表時の説明資料も含むＩＲ資料を作成し、掲載しております。

IRに関する部署（担当者）の設置 ＩＲに関する専門部署を設置しております。

３．ステークホルダーの立場の尊重に係る取組み状況

補足説明

社内規程等によりステークホルダーの立
場の尊重について規定

コンプライアンス行動基準に明示し、ステークホルダーの尊重に関して規定しております。

環境保全活動、ＣＳＲ活動等の実施

当社の環境保全、ＣＳＲ活動の取り組みについては、当社ホームページに専用のページを
設け、掲載しております。

また、2017年２月当社本社においてISO14001（環境マネジメントシステム）を取得しておりま
す。豊かで快適な住生活の未来に貢献するという理念のもと、地域社会との共生を考えな
がら、環境に配慮した事業活動を通じて低炭素社会の実現に貢献してまいります。

ステークホルダーに対する情報提供に
係る方針等の策定

株主総会やＩＲ活動を通じて、株主・投資家の皆様とのコミュニケーションを積極的に促進
し、各ステークホルダーに対して、適時適切に必要な情報を開示してまいります。
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Ⅳ内部統制システム等に関する事項

１．内部統制システムに関する基本的な考え方及びその整備状況

当社の内部統制システムに関しましては、法令・定款の遵守と業務の適正性、効率性を確保するため、取締役会において、会社法に基づく内部統
制システムに関する基本方針として決議しており、その内容は次のとおりであります。

１．当社及び当社子会社の取締役、使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

①当社は、コンプライアンスを経営上の最重要課題と位置付け、当社グループの取締役及び従業員が法令及び定款を遵守し、健全な社会規範の
下にその職務を遂行することは、社会の一員として最も大切なことであることと認識し、一人ひとりが誠実に業務を遂行する体制を構築する。

②当社グループ全体に法令遵守を浸透、徹底させるため、「コンプライアンス規程」を定め、定期的にコンプライアンス委員会を開催する。これによ
り、各種法令、当社グループ経営理念、行動指針、諸規程及び企業倫理等を各部門が徹底して遵守する体制を構築、推進する。

③内部通報制度を定め、その適切な運用により、通報者が不利益にならないように保護するとともに、違法行為等について抑制、未然防止、早期
発見並びに早期解決を図り、企業の透明性を構築する。

④当社グループは、反社会的勢力を認めず、一切の関係を持たない。それら反社会的勢力による被害防止のため、圧力には組織で対処し、毅然
とした態度で臨む。

２．当社の取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

取締役及び監査等委員は、株主総会議事録、取締役会議事録その他の重要な意思決定に関する文書等（電磁的記録を含む。以下同じ。）につい
て、法令及び社内規程に基づき、保存及び管理を行う。これらの文書等は、取締役及び監査等委員が必要に応じて閲覧できるものとする。

３．当社グループの損失の危険の管理に関する規程その他の体制

当社グループは、「リスク管理規程」等を定め、その抱えるリスクを常に注視すると共に、定期的に開催するリスクマネジメント会議等を通じてその
対応について決定及び指導を行う。

また、当社は、リスクマネジメント会議において、必要に応じて当社グループの関連部署に出席を求め、リスクの状況を報告させる。

４．当社の取締役及び当社子会社の取締役等の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

当社グループは、職務分掌を定め、各業務執行取締役が責任をもって担当する領域を明確にする。

当社グループは、グループ中期経営計画及び短期計画を策定し、毎事業年度ごとのグループ全体の重点経営目標を定めて責任を持って遂行す
る。

当社グループは、取締役会を定期的に開催する。また、経営効率を向上させるため、業務執行取締役及び執行役員等で構成される経営会議等を
毎月開催し、業務執行に係る基本的事項及び重要事項に係る意思決定を機動的に行う。

５．当社子会社の取締役等の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制、その他当社グループにおける業務の適正を確保するための
体制

当社は、子会社の経営についてはその自主性を尊重しつつ、事業状況の定期的な報告を受け、重要案件についての承認を行う。

また、連結財務諸表の正確性、適正性を確保するため、 内部統制システムを整備し、適切に運用する。

６．監査等委員会の職務を補助すべき使用人に関する事項

当社は、監査等委員会の職務を補助するために、１名以上の専任使用人で構成される「監査等委員会室」を設置する。

７．前項の使用人の取締役からの独立性に関する事項

前項に基づき配置された使用人の取締役（監査等委員である取締役を除く。）からの独立性を確保するため、その選任、解任、異動等には監査等
委員会の同意を要するものとする。

また、当該使用人は専任とし、当該使用人の取締役（監査等委員である取締役を除く。）からの独立性を確保する体制とする。

８．監査等委員会の職務を補助すべき使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項

第６項に基づき配置された使用人は、業務遂行にあたり、監査等委員会の指揮・命令に従い、監査等委員の監査に必要な調査を行う権限を有す
る。

９．当社の監査等委員会への報告に関する体制

①代表取締役及び業務執行取締役は、取締役会において、随時その担当する業務執行の報告を行うものとする。

②当社グループの取締役（監査等委員である取締役を除く。）、執行役員及び従業員等は、法令等の違反行為等、当社グループに著しい損害を
及ぼすおそれのある事実を発見したとき、又はその報告を受けたときは、直ちに監査等委員会に報告する。

③当社グループの取締役（監査等委員である取締役を除く。）、執行役員及び従業員等は、監査等委員会が事業の報告を求めた場合又は財産の
調査を行う場合は、迅速かつ的確に対応するものとする。

④監査等委員会は、内部監査を担当する部門と連携して情報交換を行い、効果的な監査業務の遂行を図る。

⑤人事部門を担当する部署は、当社グループにおける内部通報等の状況について、定期的に監査等委員会に報告する。

１０．当社の監査等委員会への報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保するための体制

当社グループの取締役（監査等委員である取締役を除く。）、執行役員及び従業員等は、監査等委員会に報告を行ったことを理由として不利益な
取り扱いを受けないものとし、その旨を当社グループの規程に規定する。

１１．当社の監査等委員の職務の執行について生ずる費用の取り扱いに関する事項、その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確
保するための体制

①当社は、監査等委員がその職務の執行について、当社に対し費用の前払い等の請求をしたときは、担当部署において審議の上、必要と認めら
れないものを除き、すみやかにその費用の負担に応じる。

②監査等委員会は、当社グループの会計監査人や内部監査部門から監査内容について定期的に報告を受け、連携を図る。

２．反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその整備状況

当社グループは、反社会的勢力との一切の関係を持たず、反社会的勢力による被害防止のため、圧力には組織で対処し、毅然とした態度で臨む
こととしております。

反社会的勢力排除に向けた社内体制の主な整備状況は次のとおりであります。

・「反社会的勢力対策規程」を定め、全役職員が本規程を遵守し、反社会的勢力の排除に取り組んでおります。

・反社会的勢力への対応を統括する部署は総務人事部とし、総務人事部長が不当要求防止責任者として対応窓口となり、反社会的勢力による不
当要求が発生した場合、所轄警察署などの外部専門機関との連携等が図れるよう体制を構築しております。

・反社会的勢力による不当要求が発生した場合には、警察及び顧問弁護士事務所等の外部専門機関と連携し、有事の際の協力体制を構築して
おります。

・取引先等が反社会的勢力に該当しないことを確認することを目的として「属性調査マニュアル」を定め、これに従い属性チェックを行っておりま
す。なお、対象企業が反社会的勢力と思われる企業活動を行っていることが明確になった場合には、所属部門長が直ちに取引を中止する判断を
行うこととしております。

・所轄警察署、(公財)都道府県暴力追放運動推進センター、顧問弁護士等の外部機関と連携し、情報収集や有事の際の対応を行っております。
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Ⅴその他

１．買収防衛策の導入の有無

買収防衛策の導入の有無 なし

該当項目に関する補足説明

―――

２．その他コーポレート・ガバナンス体制等に関する事項

適時開示体制の概要

１．適時開示体制の整備状況

当社グループは、投資者が当社グループへの投資価値を的確に判断するために必要な会社情報を適時適切に開示することを基本方針として、
迅速に開示できる体制を構築しております。

情報開示体制におきましては、総務部門を統括する部門長を情報取扱責任者として人材の強化・育成を図り、特に、上場企業としての責務を十分
に認識し、投資家重視の観点から、重要事項の開示を手続上可能な限り迅速に行うことができる体制の整備・強化を図っております。

２．適時開示手続

①発生事実に関する情報

当社にとって重要な事実が発生した場合、関連部署から速やかにＩＲ広報部門を担当する部署長へ報告が行われ、ＩＲ広報部門を担当する部署長
は、情報取扱責任者に報告します。報告を受けた情報取扱責任者は直ちに開示の要否について検討し、該当があればＩＲ広報部門を担当する部
署長にて開示資料を作成し、取締役会の承認後、ＩＲ広報部門を担当する部署長を経て速やかに開示します。ただし、突発的な事項が発生し、緊
急性がある場合については、社長の承認のもと、開示することができるものとする。なお、その開示内容については、開示後の取締役会に報告す
るものとする。

②決定事実に関する情報

重要な決定事実については、関連部署から総務部門を担当する部署長を経由して取締役会に付議され決定されます。総務部門を担当する部署
長は、事前に付議内容を情報取扱責任者に報告します。報告を受けた情報取扱責任者は、直ちにＩＲ広報部門を担当する部署長と開示の要否に
ついて検討し、該当があれば開示資料を作成し、取締役会の承認後、ＩＲ広報部門を担当する部署長を経て速やかに開示します。

③決算に関する情報

決算に関する情報については、経理部門を担当する部署長にて決算開示資料（決算短信・四半期決算短信）を作成し、ＩＲ広報部門を担当する部
署長に報告し、直ちに情報取扱責任者に報告されます。その後、取締役会に付議し、承認後、ＩＲ広報部門を担当する部署長を経て決算日後45日
以内に公表できる体制を構築しております。

④企業集団に係る適時開示手続

当社は子会社４社を有しており、これら子会社からは月次決算書等を翌月５営業日頃に提出を受けております。これらに基づき経理部門を担当す
る部署長から、ＩＲ広報部門を担当する部署長及び情報取扱責任者に報告が行われ、ＩＲ広報部門を担当する部署長と情報取扱責任者は適時開
示の対象となる重要事実の有無を検討し、該当があれば直ちに開示資料を作成し、取締役会の了承後、ＩＲ広報部門を担当する部署長を経て速
やかに開示します。
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【模式図(参考資料)】 
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【適時開示体制の概要（模式図）】
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